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研究成果の概要：  

毎年，多くの中小企業が，後継者不足を理由に廃業している。社会問題化している事業承継

問題について，本課題研究では，①リスクマネジメント理論の活用と，②現地調査に基づく日

仏比較研究という，独自の手法によって研究を進め，2 度の国際学会研究報告を中心とする成

果をあげて，事業承継におけるリスク・コミュニケーション（「事業承継にはどのようなリスク

があるのか」「そのリスクにどう対応するのか」に関する共通理解）の重要性を提言した。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００７年度 700,000 210,000 910,000 

２００８年度 700,000 210,000 910,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 1,400,000 420,000 1,820,000 

 
研究分野： 経営学 
科研費の分科・細目： 経営学 
キーワード： 中小企業 事業承継 リスクマネジメント リスク処理手段 日仏比較 
 
１．研究開始当初の背景 
 
（１）中小企業の事業承継問題の状況 

「今後10年間で，半数以上の中小企業経営者

が高齢による引退の時期を迎える。一方，後

継者不足により，毎年，７万社の中小企業が

廃業している。約２０万人の雇用が失われて

いることになる。」（事業承継協議会報告書） 

 

 高齢化社会が進行する日本においては，中

小企業経営者の高齢化が急速に進行しており，

深刻な社会現象となりつつある。具体的には，

中小企業の事業承継問題として，これが顕在

化してきた。企業数で９割，雇用者数で７割

を占め，新たな技術やサービスを生み出す苗

床として，量と質の双方の面で日本経済のダ

イナミズムの源泉となっている中小企業が，

事業承継を円滑に行えず，最悪の場合，廃業

してしまえば，それは大きな社会経済的な損

失となってしまう。 

 

（２）日仏比較研究の意義 

 我が国では，政府がさまざまな施策を打ち

出す中で，中小企業の事業承継は，経営者の

死亡や相続といった個人的な問題であると考

えられ，学術的な研究の対象とはなってこな

かったのが現状である。 

 



 先進国を対象とした調査で，開業率の低さ

（起業家精神の衰弱）という，日本と共通の

現象が見られるフランスにおいても，事業承

継の促進の必要性が叫ばれ，日本と同様に，

これが社会問題化している。 

 

 一方，フランスでは，1990年代の後半から，

中小企業の事業承継が，学術的研究の対象と

して完全に定着している。これは政府が諸政

策を打ち出すのと歩調を合わせてきた。 

 

 こうした状況から,中小企業の事業承継問

題について，政策面についての日仏比較研究，

学術的研究面においてフランスの豊富な既存

研究に学ぶことは大いに意義がある。 

 

本研究代表者は，関西大学の在外研究制度

により,2005年9月から2006年8月まで,モンペ

リエ第一大学経営学部・産業企業研究班ERFI

の客員研究員を務め，マルシェネ名誉教授を

はじめとするモンペリエ第一大学の中小企業

研究者，パチュレル教授とデシャン助教授ら

フランスを代表する事業承継を専門とする研

究者と研究交流をもった。 

 

また，本研究代表者は，2006年3月にドービ

ルで開催された事業承継に関するシンポジウ

ムにおいて，「二代目経営のリスクマネジメ

ント －日本における理論的枠組みと事例

－」のテーマで研究発表を行い，研究交流を

深めた。このように日仏比較研究の土台作り

を構築していた。 

 

（３）リスクマネジメントの視点 

 中小企業の事業承継問題は，事業承継をめ

ぐるリスクとそのマネジメントの問題として

把握できる。本研究代表者が取り組んできた

リスクマネジメント理論研究の知見が大きく

活用される。 

 
 
２．研究の目的 
 
 本課題研究では， 

 

（１）リスクマネジメントの理論の活用と 

（２）日仏比較研究を通じて， 

 

中小企業の「事業承継リスクマネジメント」

についてのコミュニケーション（リスク・コ

ミュニケーション）ツールを開発・提案する

ことを目的とする。 

 

「事業承継リスクマネジメント」モデルは

次に示す３点から構成される。 

 

①事業承継の各ステージにおけるリスクの

調査・確認（リスク洗い出し）チャート 

 

②事業承継の各ステージにおけるリスクの

評価・分析図（リスク・マップ） 

 

③事業承継の各ステージにおけるリスク
対応（リスク処理手段の実行）チャート 
 

 これらは，事業承継について，どのような
リスクがあるか，そのリスクにどのように対
応するかについての共通理解のためのツー
ルである。 
 
（３）初年度においては，事業承継リスクの

「調査・確認と評価・分析」に関わる部分の

研究に注力する。 

 

そのため，具体的には，3点のチャートの

うち，1番目の「事業承継の各ステージ毎のリ

スクの調査・確認（リスクの洗い出し）チャ

ート」と，2番目の「事業承継の各ステージに

おけるリスクの評価・分析図（リスク・マッ

プ）」の作成に全力を尽くした。 

 
（４）第２年度においては，初年度に実施し

た事業承継リスクの「調査・確認と評価・分

析」の研究に基づいて，事業承継リスクに対

してどのように対応するかを研究する。 

 

具体的には，「事業承継の各ステージにお

けるリスク対応（リスク処理手段の実行）モ

デル」の策定に全力を尽くした。 

 
 
３．研究の方法 

 

（１）インターネットによる情報収集， 

（２）日仏文献調査， 

（３）国内の研究者交流による情報収集， 

（４）国内の学会参加と研究報告， 

（５）日本における聴き取り調査， 

（６）欧州規模の学会参加と研究報告， 

（７） フランス語圏の学会参加と研究報告，

（８）フランス行政機関訪問調査， 

（９）フランスにおける資料収集， 

（１０）フランスの研究者との交流， 

（１１）諸外国の研究者との交流， 

（１２）フランスにおける聴き取り調査， 

（１３）国内の学会発表原稿執筆， 

（１４）世界規模の学会発表原稿執筆， 



（１５）フランス語圏の学会発表原稿執筆， 

（１６）国内学会誌への原稿執筆， 

（１７）図書執筆， 

（１８）フランス語文献翻訳， 

（１９）日仏研究交流コーディネート， 

（２０）シンポジウム企画。 

 

（１）～（２０）の研究方法を用いて， 

①中小企業の事業承継にはどのようなリス

クが存在するか， 

②それらリスクにどのように対応するか，

という2点を中心にして， 

リスクマネジメントの観点から「中小企業

の事業承継問題」に関するリスク・コミュ

ニケーションのツール（①チャート，②モ

デル図，③簡潔な表現の論文，④わかりや

すい図書，⑤フランス事情を伝える論文や

翻訳書を作成する。 

 

 

（１）初年度の研究方法のポイント 

 

情報収集，訪問調査と日仏比較研究を通じ

たリスク・マップ作成の際の要点は次の通り

である。 

－各ステージ毎に列挙した事業承継リスク

を深刻度と発生頻度を軸に振り分け記載。 

－各ステージ毎のヒューマン・リスク（経

営者リスク，心理リスク）を深刻度と発生

頻度を軸に振り分けてリスク・マップに記

載。 

－各ステージ毎のフィナンシャル・リスク

（経営者リスク，心理リスク）深刻度と発

生頻度を軸に振り分けてリスク・マップに

記載。 

 

 

（２）第２年度の研究方法のポイント 

 

情報収集，訪問調査と日仏比較研究を通じ

たリスク対応モデル作成の際の要点は次の通

りである。 

－各ステージ毎のリスク・コミュニケーシ

ョンの手段の列挙と詳説。 

－各ステージ毎のヒューマン・リスクに対

するリスク・コーディネーション手段の列

挙と詳説。を－各ステージ毎のフィナンシ

ャル・リスクに対するリスク・コントロー

ルとリスク・ファイナンスの手段の列挙と

詳説。 

 

 

 

４．研究成果  
 
日常的な日仏文献研究，情報収集に加えて，

2007 年夏に敢行した現地におけるインタビ
ュー調査と研究者交流を基盤として研究を
進め，2008 年に，フランスでの国際学会報告
とスイスでの国際学会報告という大きな成
果をあげた上に，学術論文 9 点，学会発表 6
回，図書 3点刊行という顕著な成果をあげた。 
 

（１）国内学会での発表 
 
2007 年 5 月 26 日に日仏経営学会全国大会

で「中小企業の事業承継とリスクマネジメン
ト」の報告を行った。 
 
（２）欧州とフランスにおける現地調査 
 
2007 年 7月～8月にフランスとドイツで調

査を行い,企業訪問と研究者交流を実施した。 
 
フランス経済紙レゼコー紙の「事業承継問

題」特集記事を執筆したミシェル・マルシェ
ネ教授と,フランス中小企業研究史を纏めた
オリビエ・トレス助教授と両氏と直接面談し
て意見交換した。 
南フランスプロバンス地方とラングドッ

ク地方の伝統的産業の経営者インタビュー
を実施した。 
 

（３）現地調査に基づく国内学会報告 
 
上記の海外調査に基づき,2007 年 10 月 13

日の日仏経営学会全国大会において「ファミ
リー企業とワイン産業」の研究報告を行った。 
 

（４）国内研究者との交流 
 
上記学会を通じて日本におけるファミリ

ー企業と，ファミリー企業の課題である事業
承継問題研究の第一人者で，日仏比較研究を
展開している倉科敏材・甲南大学教授のプロ
ジェクトに参加した。 
 
（５）世界規模の国際学会とフランス語圏の
国際学会への発表原稿執筆 
 
2008 年 5 月 15 日と 16 日にフランス・パリ

で開催される第 2回ジョルジュ・ドリオ記念
セミナー（テーマはファミリー企業）での発
表原稿を執筆した。論題を「日本の老舗企業
と事業承継問題」とした。また 2008 年 9 月 1
日～3 日にスイスのサンクト・ガレン大学で
開催される「サンクト・ガレンの集い」（ス
イス国際中小企業学会）での発表原稿を執筆
した。これらの原稿は，査読委員会の決定に
より,審査を通過した。 



（６）国内シンポジウムの主宰 
 
 リスクマネジメント研究に関連して，大規
模なシンポジウムを実行委員長として企
画・実行した。 

具体的には，2008 年 3 月 30 日に，関西大
学 100 周年記念会館大ホールにおいて，「日
本リスクマネジメント学会創立 30 周年記念
シンポジウム：リスクマネジメント研究の老
舗による 30 年」の①企画，②プログラム作
成，③記念誌作成，④総合司会を務めた。 
 
（７）フランス語圏国際学会への参加と研究
報告 
 

2008 年 5 月 15 日と 16 日にフランス・パ
リで開催される第 2 回ジョルジュ・ドリオ記
念国際学会今回のテーマはファミリー企業）
において研究報告を行った。論題は「日本の
老舗企業と事業承継問題」である。 

本国際学会には，フランスを代表する中小
企業研究者，事業承継問題研究者が集う。さ
まざまな研究者と意見交換を行った。 
 
（８）ファミリ－企業研究の世界的権威との
交流 
 

上記の国際学会への参加のための渡欧を
活かして，スペインのバルセロナ・ビジネス
スクールのガロ教授と，フランス INSEAD
のカーロック教授という，世界的なファミリ
ー企業の研究者を訪問して，直接指導を賜っ
た。 
 
（９）世界規模の学会参加と研究報告 
 

2008 年 9 月にスイスのサンクト・ガレン
大学において開催された国際中小企業学会
（「サンクト・ガレンの集い」）に出席し，研
究報告を行った。論題は，「日本の中小企業
の伝統と革新」であり，老舗企業の経営課題
と事業承継問題をとりあげた。この学会参加
を通じて，世界中の代表的な中小企業研究者
と意見交換した。 

 
（１０）ファミリ－ビジネス学会設立に参画 
 

日本におけるファミリー企業研究の第一
人者である倉科敏材教授が発起人となった
ファミリービジネス学会の設立に参画した。  
関西における創立研究会（2008 年 10 月 25

日，甲南大学）でのシンポジウムのコーディ
ネーターを務めて，産学交流を担った。 
 
（１１）ファミリ－ビジネスの専門書刊行プ
ロジェクトに参画 
 

倉科敏材編著『オーナー企業の経営 －進
化するファミリービジネス－』（中央経済社，
2008 年 9 月）の第 5章「欧米のオーナー経営
の特異性」を階戸照雄と共著で執筆した。 
 
（１２）翻訳書の刊行 
 
ファミリービジネスの経営課題を描いた

フランスにおける中小企業研究の代表的若
手研究者オリビエ・トレス（モンペリエ第 3
大学准教授）の著作を翻訳した。 
具体的には，2009 年 3 月に関西大学出版

部より『ワイン・ウォーズ：モンダヴィ事件 
－グローバリゼーションとテロワール』とし
て刊行した。 
 本書は，米国カリフォルニア州のワイン産
業大手でモンダヴィ家のファミリー企業で
あるモンダヴィによる南仏進出計画の失敗
を題材にしている。モンダヴィにおけるファ
ミリー企業としての課題が描写されている。
同時に，モンダヴィの進出計画反対の旗頭と
なった南仏の地元ワイン醸造農家ギベール
のファミリー企業の姿が対比して描かれる。 
 ファミリー企業における事業承継の難し
さ，中小企業と地域経済の関わりについて，
本作品と本作品翻訳作業より大きな示唆を
受けた。 
 
 2007 年夏の現地調査においては，本作品の
舞台となった南仏ラングドック地方ならび
にプロバンス地方の中小企業経営者にイン
タビューを行った。 これら現地調査ならび
にインタビューの成果は，翻訳書の最後に訳
者ノート等の形式でまとめ上げた。 
 
（１３）国内学会誌研究論文執筆 
 
日本リスクマネジメント学会誌『危険と管

理』等の学術雑誌に研究論文を執筆した。 
執筆した論文は 2種類に分類できる。 
 

①中小企業の事業承継問題を扱った論文： 
中小企業の事業承継問題に係るリスクの

特徴，政策の動向，日仏比較を試みた論文 
 
②企業のリスクマネジメントにおけるリス
ク情報の開示を扱った論文： 
リスク情報の開示を企業によるリスク・コ 

ミュニケーションと捉えて，具体的な事例を
分析した論文 
 
（１４）リスク・コミュニケーションの重要
性を認識 
 上記の成果を踏まえて，中小企業の事業承
継問題に係るリスクについてのリスク・コミ
ュニケーションの重要性を認識し，今後の研
究課題として設定できた。 
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